
 

目的 戦争や原ばくのおそろしさを知ってもらい， 

平和の大切さを考えながら折りづるを折ろう。 

日時  ７月１３日（水） １時間目 

場所  ゆずりは教室 

プログラム  ①会長あいさつ 

        ②1945年 8月 6日の広島の様子の説明 

        ③紙芝居「さだこの願い」 

        ④歌「おりづる」 

        ⑤色別班で折りづるを折る 

        ⑥校長先生の話 

 

 

 

みんなでたくさん折りました！ 

心をこめて折りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童会が中心になって行った「折りづる集会」です。町内の公民館

が中心となって進められている「神石高原 平和の千羽鶴運動」とい

っしょになり，神石小児童会も平和のための折り鶴づくりを行いま

す。 

８月２３日には，「平和の千羽鶴運動」のみなさんと児童会代表が

平和公園に折り鶴を届けに行く予定です。 

「ここはこうやって折るんよ。」と

低学年に教えてあげながら，

折りました。 

 「今日のために・・・」「もうすぐだ」と思いながら，ゆずりは教室の前で練習をしました。こ

れから，折りづる集会が始まります。ぼくは，「がんばるぞ」と思うことが２つありました。１つ

目は，司会や自分の言うことをしっかり，はっきりと言うことです。終わって，教頭先生が「はっ

きり聞こえたよ。」と言ってくださって，うれしかったです。２つ目は，しっかり原ばくのおそろ

しさ，平和の大切さを伝えることです。みんな聞きながら，ちゃんとメモを書いてくれていました。

折りづる集会がうまくできてよかったです。 

 

「平和は大切だな」今日は，折りづる集会でした。原子ばくだんでは，いっしゅんにして約１２

万人もの命がなくなっていることが分かって，戦争は二度とやってはいけないと改めて思いまし

た。同じ広島人として，もっと平和に関心を持って，平和について考えていきたいです。心をこめ

て，折りづるを折って，つるに平和の思いをこめたいです。 


